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映画『ヒトラーのための虐殺会議』トークイベント用資料 

2023年 2月 26日、静岡シネ・ギャラリー 
柳原伸洋 1 

   
ヴァンゼーの位置（左：Alerxrj2: CC-BY-3.0 右：Wikimediaコモンズ）   

 
ヴァンゼー湖畔の写真（Kazuyanagae_CC-BY-3.0）     

 
■ヴァンゼー会議＝「調整会議」→効率化への欲望 
 ・SSと各省庁そして国防軍との権力関係 
  ＝ハイドリヒの目的→調整済みの外務省、これから説き伏せる内務省 

→ハイドリヒ（SS）の権力伸張と安定化 
・若く意気盛んな官僚たち：会議参加者の平均年齢の低さ 

  ＝「ナチの革命」とは何だったのか？ 
 ・「ゲーリング」や「総統」の名前が各所で出てくる意味について 
 ・日本の対英米戦争開始の意味 
→会議の「内容」が容認される社会が成立していたことへの眼差し 
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■1942年 1 月 20 日のヴァンゼー会議に至るまでのナチ・ドイツ史 
33年 1月 ヒトラー政権成立 
35年 3月 ドイツ再軍備宣言→ヴェルサイユ条約の破棄 
35年 9月 ニュルンベルク諸法（ドイツ人の血と名誉を守るための法律） 
36年 3月 非武装地帯のラインラントへの進駐 
38年 3月 オーストリア合邦 
38年 9月 ミュンヒェン会談→チェコスロヴァキア解体 
38年 11月 「11月ポグロム（帝国水晶の夜）」：ユダヤの人びとへの民衆迫害 
39年 9月 ポーランド侵攻（第二次世界大戦の勃発） ※同時にソ連もポーランド侵攻 
41年 6月 ドイツ、ソ連に侵攻（独ソ戦） 
41年 9月 バビ・ヤールの虐殺（ウクライナのキーウ近郊） 
41年 10月頃 アウシュヴィッツ・ビルケナウ強制収容の稼働（第二収容所） 
41年 12月 日本の対英米攻撃：マレーと真珠湾攻撃 
42年 1月 ヴァンゼー会議 
42年 3月～5月 ラインハルト作戦（ベウジェツ、ソビボル、トレブリンカの絶滅収容所） 
42年 4月～5月 ワルシャワ・ゲットーの蜂起 
42年 6月～43年 2月 スターリングラード攻防戦→ドイツ軍の敗北 
45年 5月 ナチ・ドイツの降伏 

 
 
■ホロコーストの 4つの要因 
①ユダヤの人々への歴史的差別（B.C.13C～近代） 
②ユダヤの人々への科学的差別（19C～） 
③独裁・全体主義の快楽と差別の広汎化・法制化（1919～1945） 
④戦争（第二次世界大戦）の展開（1939～1945） 
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■強制収容所の 3 つの段階 
A：労働を通じた矯正（1933年～） 

例：南ドイツ・ダッハウ収容所の設立 
B：労働を通じた絶滅（1938年頃～） 

例：オーストリア・マウトハウゼン収容所での強制労働 
C：絶滅を目的とした大量殺害（1941年頃～） 

 
■「強制収容所（Konzentrationslager：コンツェントラツィオーンス・ラーガー）」という単語について 

 

 
■ナチ強制収容所と絶滅収容所（ドクロマーク）とゲットー（六芒星） Wiki コモンズより 
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Wikiコモンズより 

■1941年 6 月以降：独ソ戦の開始→ウクライナ地域での支配バランスの混乱 
・ナチ派、ソ連派（東部）、両者への抵抗派が入り乱れる状況に…… 
 ・「バビ・ヤール虐殺」を中心に、ユダヤ系の人びとへの虐殺＝「森」での銃殺 

→銃殺のストレス解消→ヴァンゼー会議での「最終解決」 
・「暴力」の土地と現在のロシア・ウクライナ戦争との連続性 
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